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巡回指導などの適正化事業を着実に実行

日時：平成30年３月22日㈭ 午前11時30分～
場所：奈良県トラック会館　２階　会議室

出席者（敬称略）：
〈委員長〉蓮花一己（学識経験者）、
〈委　員〉吉村昭秀（荷主関係者）、中島祐子（一般消費者）、内藤利彦（労働組合関係者）、
　　　　　森本禎男（貨物自動車運送事業者）
〈参考人〉米田一彦（近畿運輸局 奈良運輸支局長）
〈オブザーバー〉本田泰彦（近畿運輸局 奈良運輸支局 首席運輸企画専門官）
〈適正化事業実施機関〉森本万司（本部長）、塚本哲夫（副本部長）
〈事務局〉中林専務理事、松村常務理事、森部長、奥田課長、三輪係員

第30回奈良県貨物自動車運送適正化事業実施機関評議委員会

平成29年度適正化事業実施機関の活動報告について議事１

許制度や高齢化の問題などいろ
んな課題がある。トラックの免
許年齢を引き下げる動きもある。
自動運転など世の中の動きにあ
わせて働き方も変わってくる。
少しでも問題点を改善していけ
るよう心掛けていきたい」と述
べました。

　平成29年度は奈良県内で新規
３事業所、更新31事業所の計34
事業所が認定を受け、12月現在、
県内の認定事業所数は161事業
所（124社）となり、県内全事
業所の20.8％になる。
　そのほか（４）適正・円滑な
苦情処理、（５）法令遵守の徹
底や輸送秩序確立等に係る指導
及び広報啓発活動の推進、（６）
奈良県貨物自動車運送適正化事
業実施機関評議委員会の適切な
運営について、（７）その他の
取組事項（過積載防止啓発活動
の実施、優良事業所表彰、運行
管理者試験対策講習会の開催、
初任運転者特別講習）などにつ
いて報告がありました。
主な質疑は次の通りです。
・特定運転者への特別指導の割
合が86.5％に跳ね上がってい

るのは、準中型免許の関係で
上がったという理解でいいの
か➡準中型免許制度創設に伴
い、初任運転者に対する指導
教育の時間や実技の講習が増
加した。
・巡回指導でA評価が少なく、
E評価が増えているのは何か
理由があるのか➡28年度に巡
回した会社と29年度に巡回し
た会社が違うということと、
初任運転者に対する指導教育
がなされていないこと、最大
積載量４トン以上、車両総重
量７トン以上の車について、
運行記録計の義務付けが平成
29年の４月から始まったこと
などが影響。また労働時間の
改善基準告示違反が目立っ
た。

　冒頭、森本本部長は「29年度
の適正化巡回指導は例年並みに
実施させていただけた。巡回指
導後の改善報告書も98％の回答
を得ており、改善に向けて取り
組んでいる。30年度の計画や目
標もしっかりたててやっていき
たい」とあいさつ。蓮花委員長
は「適正化事業については、免

（１）行政との連携強化の推進
・速報制度への対応について・
新規許可巡回指導強化への対
応について・労基特別巡回指
導への対応について・奈良運
輸支局との定例会の開催・適
正化実施対策委員会につい
て、それぞれ事務局から報告
がありました。

（２）巡回指導の公正かつ着実
な実施

　平成29年度は２月末までに
195事業所の巡回指導を実施し、
指導項目は1,147件。１件あた
りの指導項目は約5.9件となっ
ている。実施率は81.3％。改善
報告の提出は、実施後３か月以
内の為、11月末までで122社が
改善したと報告がありました。
（３）安全性評価事業「Gマーク制

度」の積極的な推進及び協力
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▲蓮花委員長



平成30年度適正化事業活動指針について

巡回指導の指針及び巡回指導マニュアルの改訂について

議事２

議事３

が示した巡回指導実施目標件数
220事業所の達成に努めたいと
しました。
２．貨物自動車運送事業安全性
評価事業「Gマーク制度」の
積極的な推進及び協力
　県内全事業所数に対する割合
を前年度比１ポイント以上増加
させることを目指したい、また
各種広告媒体を活用するととも
に「Gマークラッピングトラッ
ク」を運行し、認知度アップと
事業所の利用促進に努めたいと
報告がありました。
３．適正化事業指導員に対する
研修及び更なる資質の向上

明確化、（３）車両管理関係の
指導項目に係る調査対象車両の
範囲の明確化、（４）行政処分
基準に係る警告等との整合化
４．施行期日
　平成30年４月１日から。
主な質疑は次の通りです。
・全ての事業者に協会に入って
もらって指導をするわけには
いかないか➡入ってはほしい
が、強制はできない。ただ、
巡回指導に関しては会員であ
るかないかを問わずにすべて
の事業者を対象に行ってい
る。
・ 評価が低い事業所にもGマー
クが取得できるように誘導し
ていく必要がある。また長時

　「巡回指導の指針」と「巡回
指導マニュアル」の全面改訂が
行われた為、指導員への周知を
図りたいと説明がありました。
　また、４．評議委員会の適切
な運営、５．その他の取り組み
事項について事務局から説明が
ありました。
主な質疑は次の通りです。
・ラッピングトラックは今年度
も走っているのか➡平成25年
度にはじまり、平成26年度、
平成28年度に各１台で計３台
が走行している。30年度も１
台追加する予定。

間労働を抑制するのと給料を
少しでも多く払いたいなかで
矛盾を抱えている。などの意
見がありました。
その他
・協会では森本会長の方針もあ
り輸送の安全に力を入れてい
る。それで蓮花先生監修の「ド
ライブレコーダー映像に見る
交通安全対策」（DVD）を製
作した。また奈良県老人クラ
ブ指導者研修会で講演された
「高齢者のリスクと事故防止」
（冊子）を参考までに用意し
た。
・来年度も会議１回、視察１回
で本評議委員会を開催するこ
とを確認した。

１．適正化事業の公正・着実な
推進
　（１）奈良運輸支局などとの
連携による速報制度並びに新規
許可事業者に係る新規巡回指導
及び労基特別巡回指導への適切
な対応、（２）全面改訂の「巡
回指導の指針」及び「巡回指導
マニュアル」に基づく巡回指導
の徹底、（３）法令遵守の徹底
や輸送秩序確立等に係る指導及
び広報啓発活動の推進、（４）
適正・円滑な苦情処理などにつ
いて事務局から説明がありまし
た。
（２）については全国実施機関

１．改正の主な目的
２．「巡回指導の指針」に係る
主な改正点
　（１）巡回指導項目の追加、
（２）重点指導項目の見直し、
（３）調査対象の明確化、（４）
総合評価の周知等、（５）巡回
指導結果のシステム登録に係
るルールの明確化、（６）改善
結果報告書の取扱いの明確化、
（７）Gマーク巡回に係るルー
ルの明確化
３．「巡回指導マニュアル」に
係る主な改正点
　（１）巡回指導項目として「運
輸安全マネジメント」を追加、
（２）運行管理関係の指導項目
に係る調査対象運転者の範囲の
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▲審議する各委員
　（右から、吉村委員、中島委員、米田支局長、本田首席）

▲同（左から内藤委員、森本委員、森本本部長、塚本副本部長）



日時：平成30年４月16日㈪
場所：奈良労働局

　森本万司会長と中秀夫副会長が、厚生労働省奈良労働局（局長　伊達浩二）を訪問し、荷主に対する適

正取引推進及び改善基準告示への協力を御願いしました。

　トラック運転者労働環境を改善するため、国土交通省、厚生労働省、経済産業省及び公正取引委員会の

４者連名による荷主企業宛の協力依頼文書です。

▲写真左から中秀夫副会長、森本万司会長、伊達浩二局長、青木利彦労働基準部長、喜瀬真太郎監督課長、古元寿特別監督官

奈良労働局に協力依頼文書を提出
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天理支部が交通安全功労者の団体表彰を受賞

日時：平成30年４月５日㈭ 午後１時～
場所：いかるがホール

受賞理由

春の交通安全県民大会で表彰

（支部長・辻本廣行氏）が団体部
門で、奈良県交通対策協議会会
長（奈良県知事）から表彰され
ました。県民大会には奈良県知

事をはじめ、各団体の関係者ら
約700人の参加がありました。

　春の交通安全運動の始まる前
日、いかるがホールで「春の交
通安全県民大会」が開催され、
奈良県トラック協会天理支部

　毎年春・秋の交通安全県民運動では事業所代表
者・役員等が、市・警察・交通安全協会及び地区
安全運転管理者協会と連携して、ドライバーに対
し「シートベルト・チャイルドシート着用推進キャ
ンペーン」を実施するなど、交通安全に大きく貢
献したものです
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▲賞状を手にする辻本支部長



各地域における春の交通安全県民運動

り混雑。足早に通り過ぎる乗降
客らに、「トラック協会です。
交通ルールを守り、皆で事故の
ない社会を実現しましょう」な
どと声掛け。西和地域会員も「プ
ロドライバーとしての意識を持
ち、これからも地域の交通安全
に貢献していきたい」と話して
いました。

　西和地域は、王寺町のＪＲ王
寺駅中央改札口前で「飲酒運転
根絶」などをスローガンに掲げ
た啓発活動を行い、乗降客や駅
前のスーパーを訪れた買物客ら
に啓発品を手渡しました。
　今回の活動には「飲酒運転根
絶」と書かれたのぼりを掲げ、
啓発活動をしました。
　当日は土曜日とあって改札口
前の通路は行き交う人で普段よ

きめ細かな心配りで
事故なくせ
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西　和　地　域 日時：平成30年４月７日㈯　午後１時30分～
場所：ＪＲ王寺駅中央改札口



通安全への協力を呼び掛けまし

た。開会式のあと３班に分かれ

て啓発活動を実施。五條支部は

本陣交差点付近を受け持ち、信

号待ちのドライバーらに「交通

安全にご協力を」と声をかけな

がら啓発品を配布しました。

　五條地域は五條市自治連合会

とも共同で開催しました。市役

所前での開会式には自治連合会

の役員や、市役所、警察署など

からも多数出席。自治連合会の

会長も兼ねる丸山支部長は「安

全運転に気をつけて酒を飲んだ

ら車に乗らないよう呼びかけて

ください」とあいさつ。太田五

條市長や五條署の上辻署長も交

小さいこどもや
老人、障害者が
安全に暮らせる町に

7

五　條　地　域 日時：平成30年４月12日㈭　午前９時～
場所：五條市本陣交差点付近

▲あいさつする丸山支部長



も多く見受けられ、啓発品を手
渡すと、「ありがとうございま
す！」と元気な声が返ってきま
した。
　郡山署の松浦克仁署長は、「事
故の発生件数が減るなかで、追
突事故や出合い頭の事故など、
安全運転を心がけることで防げ
たかも知れない事故が目立って
います。事故の被害者が一人で
も減るように日々活動して参り
たいと思います」と話し、郡山

支部としても、今後も交通ルー
ルの順守また交通安全を市民の
皆さん、ドライバーの皆さんに
呼びかけを行っていこうと思い
を新たにしました。

　郡山地域は出勤や登校で多く
の人が行き交うJR大和小泉駅
で啓発活動を行いました。
　冒頭上田清大和郡山市長が
「皆さんの啓発活動へのご協力、
ご努力のおかげもあり、現在交
通事故は減少の方向を見せてい
ます。しかしながら一つひとつ
が大切な命。交通事故が起こら
ない社会を目指して活動を続け
ていきましょう」とあいさつ。
集団登校をする子どもたちの姿

交通弱者に優しい運転で
出合い頭の事故を無くそう
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郡　山　地　域 日時：平成30年４月６日㈮　午前７時30分～
場所：ＪＲ大和小泉駅

▲交通事故を減らすため上田市長も啓発▲啓発品を手に交通安全を呼びかける松浦署長



　松井正剛桜井市長も参加し、
着ぐるみのひみこちゃんと一緒
に手を振り交通安全を呼びかけ
ていました。桜井署の今西一喜
署長は「地域が一丸となり事故
をなくしましょう」と交通安全
を強調。参加者らは信号待ちで
停車したドライバーに「スピー
ドは控えめに」などと声かけし
ていました。

　桜井地域では、同市の国道
169号・箸中南交差点付近で、
地元の交通安全対策協議会や桜
井署、交通安全協会など共催し
て啓発活動を実施。安全運転を
呼び掛けました。
　桜井市の啓発活動には毎回、
愛くるしいゆるキャラの着ぐる
みが登場。古代衣装をまとった
女性も啓発品を配布することか
ら、この時期の地元の風物詩と
して定着しています。

地域一丸、
事故なくそう
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桜　井　地　域 日時：平成30年４月10日㈫　午後４時～
場所：Ｒ169箸中南交差点

▲あいさつする松井桜井市長

▲「飲酒運転根絶！！」の横断幕を手にするナポくんと参加者ら



くすために、取り締まり、広報、
啓発に一丸となって取り組んで
いくので、お力添えをいただき
たい」と述べました。
　奈良県交通遺児母の会への寄
付や、吉野町観光キャンペーン
レディ「さくら姫」３名による
「交通安全宣言」などがあり、
最後に参加者の交通安全の願い
を記した短冊をつけた風船を一
斉に大空に飛ばしました。

　吉野地域は、吉野川河川敷で
各団体とともに「吉野路交通安
全運動決起大会」に参加しまし
た。
　冒頭、杦本龍昭下市町町長が
「交通事故の７割は高齢者。吉
野地域は、高齢者が運転せざる
を得ない土地柄ではあるが、１
件でも事故が少なくなるように
していきたい」とあいさつ。
　続いて、福森弘至吉野警察署
長が「悲惨な事故を一つでもな

大空に届け！
交通安全の願い

10

吉　野　地　域 日時：平成30年４月６日㈮　午前10時～
場所：吉野町上市　リバーフィールドよしの（吉野川河川敷）

▲あいさつをする杦本龍昭下市町町長

▲「さくら姫」による交通安全宣言



　御所地域は今回も啓発品を寄
贈し、会場付近の道路を通りか
かったドライバーらに啓発品を
配布しました。閉会式では上
土居能一高田警察署長が「安
全・安心な社会の実現には地域
の方々の協力が不可欠。地域一
体で交通安全に取り組みましょ
う」と訴えました。

　御所地域は、御所市や交通安
全協会高田支部、高田警察署が
実施した啓発活動に加わり、「交
通ルールを守り事故をなくしま
しょう」と呼び掛けました。
　当日は雨模様で開催が危ぶま
れましたが、開始時刻には雨も
止み、地元中学の生徒による恒
例の音楽演奏は中止となったも
のの、会場の商業施設・ライフ
御所店の広場には市民ら約40人
が集まりました。

交通ルール順守の
徹底を

11

御　所　地　域 日時：平成30年４月６日㈮　午後４時～
場所：ライフ御所店前広場

▲御所地域より啓発品を寄贈

▲高田警察署の上土居署長も啓発品を手渡していました



が一丸となり事故防止に全力で
取り組みましょう」とあいさつ
し、天理警察署と共に、「安全
運転を心がけてください」と呼
び掛け啓発品を手渡しました。
　啓発品を受け取ったドライ
バーは「薔薇の花ですか。心が
和みますね。スピードは控え、
安全運転に努めます」と応え、
顔をほころばせていました。

　天理地域は、天理市民会館前
の道路で天理警察署と連携し啓
発活動を実施しました。天理で
は独自の艶やかな薔薇の花を添
えた啓発品セットをドライバー
に手渡して安全運転の徹底を訴
えました。
　啓発活動の主要テーマは
「シートベルト、チャイルドシー
トの装着の徹底」と「飲酒運転
の撲滅」。活動には並河健天理
市長も参加し、開会式で「地域

シートベルトの
装着を

12

天　理　地　域 日時：平成30年４月９日㈪　午前10時～
場所：天理市民会館近隣

▲並河天理市長も笑顔で啓発



の種類や目的はさまざまです。
そうした状況において一つでも
多く事故を減らすために、皆様
の継続した交通安全啓発活動が
欠かせません。ご協力宜しくお
願い致します」と、アピールす
る意義を説明しました。
　現地では峠の辻を囲む4か所
で活動を開始。信号待ちの時間
を利用してドライバーの皆さん
に啓発品を配布しながら安全運
転を呼びかけました。

　宇陀・吉野地域は、宇陀市に
ある西峠で交通安全啓発活動を
行いました。
　活動スタートに当たり、裏大
二支部長は、「スピード違反や
飲酒運転の撲滅、シートベルト・
チャイルドシートの着用の徹底
など、呼びかけましょう」とあ
いさつ。また桜井警察署宇陀警
察庁舎の中川克之所長も、「観
光バスや資材を運搬するトラッ
ク、乗用車など、通行する車両

飲酒運転の撲滅
シートベルト・チャイルドシート
の着用で
安全運転を呼びかけ
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宇陀･吉 野 地 域 日時：平成30年４月14日㈯　午前９時30分～
場所：国道165号線　西峠

▲活動に先立ち中村克之所長（左端）
よりあいさつ



　天理警察署田原本警察庁舎の
中村健太所長は、「啓発活動へ
の皆さんの継続的なご協力が
あってこそ安全への意識が高ま
り、効果が出ます。また井上支
部長は、「こうしたキャンペー
ンを重ねて、シートベルト・チャ
イルドシートの着用率を上げて
いくことが、悲惨な事故を減ら
すことにつながります。これか
らも熱意をもって続けていきま
しょう」と、活動を締めくくり

ました。

　田原本地域の啓発活動を始め
るにあたり、森章浩田原本町長
から、「交通量に比例して、事
故が起こる危険性も高くなって
います。安全に気を配りながら、
ドライバーの皆さんに呼びかけ
ましょう」とのあいさつがあり
ました。
　活動ではシートベルト・チャ
イルドシートの着用の徹底や交
通弱者への思いやりを持った運
転を呼びかけました。

シートベルト・
チャイルドシートの
着用徹底を呼びかけ
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田 原 本 地 域 日時：平成30年４月９日㈪　午後１時～
場所：阪手交差点付近

▲啓発活動の大切さを語る森町長と
中村所長（左端）

▲ドライバーの皆さん1人ひとりに安全運転を呼びかけました



全運転を呼びかけましょう」と

あいさつ。森本支部長他、協会

会員が啓発品を配布しました。

　市役所前の道路では高田警察

署の署員の誘導に従い次々と車

が停止。啓発品を受け取ったド

ライバーは「安全運転に努めま

す」と笑顔で応えていました。

　高田地域は、大和高田市交通

対策協議会が、市役所前の道路

で実施した啓発活動に参加し、

通勤のドライバーらに「事故が

増えています。運転には細心の

注意を」と呼びかけました。

　啓発活動は官民一体となった

この地域の恒例行事。冒頭、主

催者を代表し吉田大和高田市長

が、「ひとりでも多くの人に安

運転には
細心の注意を

15

高　田　地　域 日時：平成30年４月６日㈮　午前９時～
場所：大和高田市役所前道路

▲あいさつする吉田大和高田市長



交通安全決起大会

啓発活動

支部協会の和田光一会長は「寒
い日ですが元気よく広報活動
を」と激励しました。活動には
協会員10人のほか、マリオチー
ムや少年剣士らも参加。「止まっ
て（トマト）譲ろう（ゆず）横
断歩道に歩行者です」と声をか
けながら、新鮮なトマトやゆず
の飴などを啓発チラシと一緒に
信号待ちのドライバーらに手渡
していました。

　

　奈良地域は啓発活動に先立っ
て、一日署長の辞令をうける委
嘱式がありました。ついで奈良
西警察署前での啓発活動。冒頭、
奈良西警察署の植松勤二署長か
ら「昨年奈良西署管内で２件の
死亡事故があり、今年も１件、
いずれも横断歩道上での事故。
運転する方には道を渡る歩行者
に気をつけていただきたい」と
あいさつ。交通安全協会奈良西

止まって譲ろう
横断歩道に歩行者です！
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▲一日署長の委嘱式

▲一日署長のミス帝塚山・海出さんと植松署長も啓発

奈 良 地 域
奈良警察署と「春の交通安全運動市民決起大会」
日時：４月６日㈮　 午後１時30分～　場所：なら100年会館
奈良西警察署と「止まって譲ろう横断歩道に歩行者です！」
日時：４月７日㈯　 午後１時30分～　場所：奈良西警察署前
生駒警察署と「生駒路あおり運転・飲酒運転撲滅作戦」
日時：４月10日㈫　午後２時～　　　 場所：DCMダイキ南生駒店



日時：平成30年４月５日㈭
場所：奈良警察署

　奈良県トラック協会奈良支部（支部長　塚本哲夫）は、春の交通安全県民運動期間中に街頭で配布する

ミニタックバンド等の啓発品を奈良警察署（署長　宮本勝弘）に持参しました。

▲写真左から、塚本奈良支部長　宮本奈良警察署長　東 宏英交通第一課長

春の交通安全県民運動啓発品を届ける
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日時：平成30年４月13日㈮ 午後５時～
場所：ホテルモントレ　グラスミア大阪

　大阪市浪速区湊町のホテル
モントレ　グラスミア大阪で
「経営者のための物流戦略セミ
ナー」が開催され、株式会社ベ
ストラインの辰己千里社長ら
が、急成長を遂げた要因を自ら

経営者のための物流戦略セミナー
～奈良県トラック協会青年部会員らが参加～

講演、奈良県トラック協会青年
部会の吉岡正樹部会長（さくら
商事㈱）、山口秀人副部会長（㈱
山口商事）、萩原良介副部会長
（㈱西和物流）、吉岡幹自監事（吉
岡運送㈱）、山﨑和哉部会員（㈱

カドラスエクスプレス）、奥田
幸一部会員（奈良県合同陸運㈱）
ら青年経営者約100人が参加し
ました。
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　「ベストライン」はもともと、
「タツミ商事」という会社名で
あった。会社名は時代に沿った
方がよい。会社は総務、賃金体
系がしっかりすることが最も大
切。トラックは大型のみ、ある
いは冷凍のみと集中戦略、特化
する。リースはディーラー系列
のオープンエンドリースが良
い。社長は、怒りの導火線を長
くし、ディーラーや仕入れ先、
銀行の担当者に対して偉そうに
言わない。
　私は平成13年、31歳で社長に
なった。ホームページを立ち上
げ、24時間営業をスタート。管

　平成16年に運送事業許可を取
得し、創業者として（株）ベス
トラインを設立した。当初は車
両台数５台であったが、富士運
輸株式会社　松岡弘晃社長に勉
強させてもらい、現在では200
台まで増車した。運送業界は薄
利多売、車両を増やさないと利
益を得られない。
　車両数40台を超えるには壁が
ある。ここで、ドライバーの質
を吟味しなければならない。設
備（増車）はリース、運転資金
は銀行から融資を受ける。船井
総研で成功事例を出し合って勉
強した。人材確保には、楽しい

会社を創ることが大切。創立70
年の会社でも、社名は現代風に
変える。発信力はホームページ
で。かっこいいホームページよ
り、おもしろいホームページが
良い。スマホで縦長のホーム
ページを見て、ドライバーが就
職先を探している。ドライバー
は会社の給料を、奥さんは有給
休暇を重要視している。
　わがままな荷主とは決別し、
ITを導入しながら省人化する。
ドライバーとの定期連絡は、ス
カイプを利用している。運送会
社も知識と知恵を融合すること
で成長できる。

理職は乗務員から立候補させ、
ISO９００１を取得した。中古
トラックを大量に購入し、営業
は紹介でなく、飛び込みで顧客
を獲得した。政治家の紹介は止
めたほうがよい。高いサービス
を望む顧客は断り、サービスレ
ベルは一定にした。品質優先
のISO９００１から交通安全優
先のISO３９００１に舵を切っ
た。トラックは全車、高く売れ
るマニュアル車にした。タイヤ
はミシュラン、大型で50万キロ
走れる。
現在、グループの社員数は、
1,550名。車両数1,300台。

（㈱ベストライン　辰己社長の話）

（富士運輸㈱　松岡社長の話）

▲㈱ベストライン　辰己社長

▲富士運輸㈱　松岡社長
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　　2018 年 2 月 　単純集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県

スタンド平均 ローリー平均 カード平均

102.90 　94.04 100.79

　　2018 年 2 月 　元売別集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

ＪＸ日鉱日石 100.75 　94.64 100.65

出光 100.50 　93.66 　98.88

昭和シェル 116.50 　94.33

エクソンモービル 104.00 　94.80

キグナス 　93.40

コスモ 　93.00 　93.45 102.75

その他 102.03 　93.91 100.83

　　2018 年 2 月 　月間購入量別集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

月間購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 103.59 　94.14 101.25

30～50キロリットル未満 　98.75 　93.03 　97.06

50～100キロリットル未満 　95.10

100キロリットル以上 　93.04

　　2018 年 2 月 　支払期限別集計表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

支払期限 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 105.33 　93.73 100.66

30～60日未満 102.24 　94.12 100.64

60日以上 101.93

　　軽油価格推移表 地区：近畿／県（沖縄除）　：全県　

スタンド平均 ローリー平均 カード平均

2017年10月 　94.24 　85.30 　92.89

2017年11月 　95.61 　89.94 　97.20

2017年12月 　98.17 　92.08 　97.78

2018年１月 103.06 　94.03 100.39

2018年２月 102.90 　94.04 100.79

※消費税抜きの価格となります。

平成30年３月26日現在

（公社）全日本トラック協会

軽油価格調査集計表（2018年２月）



事故事例 〔トラック ２〕
曜日・時間・天候 水曜日・０時３０分・雨
場 所 高速自動車道 直線上り坂道

m道 路 の 状 況 湿 幅員９．０
運 転 者 年齢３９歳 運転歴５年０ヶ月

乗 務開 始 ～ 事故 ７５９ （２泊３日行程の３日目）km
発生の乗務距離

損 害 死亡者１名（軽自動車③）、重傷者１名、軽傷者１名
〔事故概要〕

高速道を大型トラック②が漫然運転で走行し前を走っていた大型トラック①に追突、大型ト
ラック①が横向きとなり道路をふさいだところに次々と玉突き衝突し、軽自動車③が大型トラ
ック同士に挟まれ押しつぶされ火災が発生し４台の車両が全焼した。

種 別 ・ 業 態 普通・貨物・大型トラック②（バン）
最 大 積 載 量 １３，９００ｋｇ
当 時 の 積 載 量 １０，１５０ｋｇ
乗 車 定 員 ２名
当 時 の 乗車 定員 １名

【事故の推定原因】
○ 高速道路をオートクルーズを使用し走行していたことにより漫然とした運転中、緩い上

り坂にさしかかり前を走っていた大型トラックとの接近の判断が遅れ追突した。
○ 制限速度８０ のところ９０ とスピードが出ていた。km/h km/h

【事故の要因】
○ オートクルーズを使用していて平坦から緩い上り坂に変わった。
○ 天候は雨で路面が濡れ滑りやすく、深夜でもあり視界が悪かった。
○ 追突された大型トラックが横向きとなり道路を塞いだ。
○ 深夜ではあったが交通量が比較的多かった。
○ 大型車に挟まれて軽自動車が走行していた。

【運転ミス要因（心身、態度、技術）】
○ 平坦から緩い上り坂に変わったことにより、前車のスピードが下がったのに気がつかな

かった。
○ 深夜、雨、高速道の単調な直線であったことから、運転に対し集中力が薄れ、運転以

外のところに意識がいっていた。

【再発防止対策】
○ 安全速度での運転及びオートクルーズ使用方法の指導徹底
○ 滑りやすい路面及び視界が悪い天候での十分な車間距離の確保の指導
○ 運行に際してのプロドライバーとしての意識と責任感に関する指導
○ 運行における休憩又は休息に対する運行指示の徹底

高速自動車道　中央分離帯

①

①

①

②

②

②

③

④

⑤

⑥
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「資料提供　公益財団法人 交通事故総合分析センター」

（トラック２）

事業用自動車事故事例 №32



「適正化事業・巡回指導報告書」
（平成３０年３月実施分）   奈良県貨物自動車運送適正化事業実施機関

   （注）○重点項目 ◎最重点項目 ☆霊柩運送は項目から除外 

計 画 数 実 施 数 キャンセル数 実 施 率 巡回延出動台(日)数

３０件 １９件 １１件 ６３.３％ １２台

平成２９年度 
巡回指導実施目標件数

２１０件

調査事項 指導件数 指導件数上位
Ⅰ．事業計画等
○ １．主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。 １ 
 ２．営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。 １ 

○ ３．自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。 １ 
 ４．乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適正か。 １ 
 ５．乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。 １ 
 ６．届出事項に変更はないか。（役員・社員、特定貨物に係る荷主の名称変更等） １ 

○ ７．自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。 ０ 
○ ８．名義貸し、事業の貸渡し等はないか。 ０ 

Ⅱ．帳簿類の整備、報告等

 １．事故記録が適正に記録され、保存されているか。 ０ 
 ２．自動車事故報告書を提出しているか。 ０ 
 ３．運転者台帳及び従業員台帳が適正に記入等され、保存されているか。 １ 
 ４．車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。 １ 
 ５．事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか。（本社巡回に限る） ６ 

Ⅲ．運行管理等

１．運行管理規程が定められているか。 ５ 
◎ ２．運行管理者が選任され、届出されているか。 １ 
 ３．運行管理者に所定の研修を受けさせているか。 ４ 
 ４．事業計画に従い、必要な員数の運転者を確保しているか。 １ 

◎ ５．過労防止を配慮し、適正に管理されているか。 １０ ③
◎ ６．過積載による運送を行っていないか。 ☆ ０ 
◎ ７．点呼の実施及びその記録、保存は適正か。 ７ 
○ ８．乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。 ６ 
○ ９．運行記録計による記録及びその保存･活用は適正か。 ☆ ６ 
○ 10．運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。 ２ 
◎ 11．乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。 １０ ③
○ 12．特定の乗務員に対して特別な指導を行っているか。 ９ ⑤
○ 13．特定の乗務員に対して適性診断を受けさせているか。 ８ 

Ⅳ．車両管理等

 １．整備管理規程の制定及び整備管理業務がなされているか。 ３ 
◎ ２．整備管理者が選任され、届出されているか。 ０ 
 ３．整備管理者に所定の研修を受けさせているか。 ９ ⑤
 ４．日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。 １ 

◎ ５．定期点検及びその保存がされているか。 １１ ②
Ⅴ．労基法等

○ １．就業規則が制定され、届出されているか。 ２ 
 ２．３６協定が締結され、届出されているか。 ５ 
 ３．労働時間、休日労働について違法性はないか。（運転時間を除く） ０ 

○ ４．所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。 １３ ①
Ⅵ．法定福利費

○ １．労災保険・雇用保険に加入しているか。 ６ 
○ ２．健康保険・厚生年金保険に加入しているか。 ５ 

指 導 件 数 合 計 １３８ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他 合計 

通常  件 １  件 ５(2)件 ５(1)件 ４(3)件 件 １５(6)件
新規参入  件 １(1)件 １(1)件 １  件 １(1)件 件 ４(3)件
新規(他)    件  件 件   件 件 件 件
特別(労)   件 件 件 件 件 件 件

特別(他)   件 件 件 件 件  件 件
総合  件 ２(1)件 ６(3)件 ６(1)件 ５(4)件  件 １９(9)件
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適正化事業・巡回指導報告書



「適正化事業・巡回指導報告書」
（平成２９年度実施分）   奈良県貨物自動車運送適正化事業実施機関

   （注）○重点項目 ◎最重点項目 ☆霊柩運送は項目から除外 

※（ ）は会員外 

計 画 数 実 施 数 キャンセル数 実 施 率 巡回延出動台(日)数

２７０件 ２１４件 ５６件 ７９.３％ １２８台

平成２９年度 
巡回指導実施目標件数

２１０件

調査事項 指導件数 指導件数上位
Ⅰ．事業計画等
○ １．主たる事務所及び営業所の名称、位置に変更はないか。 ３ 
 ２．営業所に配置する事業用自動車の種別及び数に変更はないか。 ８ 

○ ３．自動車車庫の位置及び収容能力に変更はないか。 ４ 
 ４．乗務員の休憩・睡眠施設の位置、収容能力は適正か。 ３ 
 ５．乗務員の休憩・睡眠施設の保守、管理は適正か。 ３ 
 ６．届出事項に変更はないか。（役員・社員、特定貨物に係る荷主の名称変更等） ３ 

○ ７．自家用貨物自動車の違法な営業類似行為（白トラの利用等）はないか。 ０ 
○ ８．名義貸し、事業の貸渡し等はないか。 ６ 

Ⅱ．帳簿類の整備、報告等

 １．事故記録が適正に記録され、保存されているか。 ３ 
 ２．自動車事故報告書を提出しているか。 ０ 
 ３．運転者台帳及び従業員台帳が適正に記入等され、保存されているか。 ９ 
 ４．車両台帳が整備され、適正に記入等されているか。 ８ 
 ５．事業報告書及び事業実績報告書を提出しているか。（本社巡回に限る） ７７ ⑧

Ⅲ．運行管理等

１．運行管理規程が定められているか。 ３３ 
◎ ２．運行管理者が選任され、届出されているか。 ３ 
 ３．運行管理者に所定の研修を受けさせているか。 ５４ 
 ４．事業計画に従い、必要な員数の運転者を確保しているか。 １４ 

◎ ５．過労防止を配慮し、適正に管理されているか。 ７６ ⑨
◎ ６．過積載による運送を行っていないか。 ☆ １ 
◎ ７．点呼の実施及びその記録、保存は適正か。 ８２ ⑥
○ ８．乗務等の記録（運転日報）の作成・保存は適正か。 ４５ 
○ ９．運行記録計による記録及びその保存･活用は適正か。 ☆ ４１ 
○ 10．運行指示書の作成、指示、携行、保存は適正か。 １８ 
◎ 11．乗務員に対する輸送の安全確保に必要な指導監督を行っているか。 ８３ ⑤
○ 12．特定の乗務員に対して特別な指導を行っているか。 １０５ ②
○ 13．特定の乗務員に対して適性診断を受けさせているか。 ８５ ④

Ⅳ．車両管理等

 １．整備管理規程の制定及び整備管理業務がなされているか。 １２ 
◎ ２．整備管理者が選任され、届出されているか。 ６ 
 ３．整備管理者に所定の研修を受けさせているか。 ７８ ⑦
 ４．日常点検基準を作成し、これに基づき点検を適正に行っているか。 ２３ 

◎ ５．定期点検及びその保存がされているか。 ９８ ③
Ⅴ．労基法等

○ １．就業規則が制定され、届出されているか。 １５ 
 ２．３６協定が締結され、届出されているか。 ４４ 
 ３．労働時間、休日労働について違法性はないか。（運転時間を除く） １６ 

○ ４．所要の健康診断を実施し、その記録・保存が適正にされているか。 １１１ ①
Ⅵ．法定福利費

○ １．労災保険・雇用保険に加入しているか。 ５１ 
○ ２．健康保険・厚生年金保険に加入しているか。 ６４ ⑩

指 導 件 数 合 計 １２８５ 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ その他 合計 

通常 １６(2)件 ３７(9) 件 ５４(13)件 ４７(12)件 ２９(15)件 件 １８３(51)件
新規参入 件 ２(1) 件 ４(4) 件 ５(4) 件 ２(2) 件 件 １３(11)件
新規(他) 件 件 ２(2) 件 １    件 ５(4) 件 １(1)件 ９(7) 件
特別(労) 件 件 件 件 件 ９   件 ９    件

特別(他) 件 件 件 件 件  件 件
総合 １６(2)件 ３９(10)件 ６０(19)件 ５３(16)件 ３６(21)件 １０(1)件 ２１４(69)件
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適正化事業・巡回指導報告書
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第 4 5 回 定 時 総 会 の ご 案 内

- 1 -

会 員 各 位

公益社団法人奈良県トラック協会

第４５回定時総会の日程について

１ 日 時

平成３０年５月２８日（月） 午後１時～

２ 場 所

ＴＨＥ ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ（ザ 橿原）（旧：橿原ロイヤルホテル）

橿原市久米町６５２－２ ℡0744-28-6636

３ 議 事

○ 平成２９年度事業報告及び決算承認に関する件

監査報告

○ 役員の選任に関する件

※ 招集通知は、５月上旬に送付予定です。



トラック協会・陸災防奈良県支部

５月の行事(予定)表
日 曜 時　　間 行　　　　　事 場　　所

１2 土 ９：00 ～ フォークリフト運転技能講習会（学科） 奈良県トラック会館

１7 木 １３：３0 ～ 平成30年度「貨物自動車運送事業安全性評価事業（Ｇマーク）」説明会 奈良県トラック会館

１9 土 ８：３0 ～ フォークリフト運転技能講習会（実技２日間） 奈良県トラック会館

20 日 ８：３0 ～ フォークリフト運転技能講習会（実技４日間） 奈良県トラック会館

26 土 ８：３0 ～ フォークリフト運転技能講習会（実技４日間） 奈良県トラック会館

27 日 ８：３0 ～ フォークリフト運転技能講習会（実技４日間） 奈良県トラック会館

28 月 １３：00 ～ 第45回定時総会 ＴＨＥ　ＫＡＳＨＩＨＡＲＡ
（旧：橿原ロイヤルホテル）

６月の行事(予定)表
日 曜 時　　間 行　　　　　事 場　　所

５ 火 １0：３0 ～ 引越事業者優良認定制度説明会 奈良県トラック会館

９ 土 ９：00 ～ フォークリフト運転業務従事者安全衛生教育講習会 奈良県トラック会館
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Ｋ Ｉ Ｔ 事 業 の 案 内

26

資
料
編

奈ト協から

奈
ト
協
か
ら

奈良県キット事業協同組合は平成１２年６月から事業を開始しております。

    キット事業とは、インターネット上にて、荷物及び車両を検索し、条件が

合えば成約する事業で、空車を無くし、実車率を高める情報サイトです。

    全国WebKIT加入協同組合・組合員の
　　間で荷物・車輌の手配が出来ます。

荷物がないなぁ〜・・・。 　　　車輌が足りない！！

○○キット組合 車輌が空いてる・・・。 　　　誰か運んでくれないかなぁ？ △△キット組合
　　会員A社 　　会員B社

＊運賃の集金は組合精算ですので安心です。

エネクスフリート　軽油価格

１月 ２月 ３月 １月 ２月 ３月 前年同月比

　 軽　油 ９９円 ９９円 ９８円 荷 荷物登録件数

（単価は日本貨物運送事業協同組合連合会 荷物成約件数

　　　（日貨協連）の全国統一価格です。） 物 成　　約　　率

　 　 　

奈良県キット事業協同組合
〒６３９－１１０３
奈良県大和郡山市美濃庄町１７０－２ 　　　

ＴＥＬ　０７４３－５８－６０８０　　　FAX　 ０７４３－５８－６０８１

　　　キット　　　　　　K　　・　　I　　・　　T

　Kyodo　Information　of　Transport　

Ｋ　Ｉ　Ｔ（協同・情報・輸送）　事　業　の　ご案内

KITネットワーク

お問い合わせ

　　ＷebｋIＴ輸送情報実績　　全国の実績

平成２９年度 平成２９年度

　　　　＊当組合は燃料（スタンド給油）販売、尿素の販売もしております。

奈良県キット事業協同組合は平成１２年６月から事業を開始しております。

    キット事業とは、インターネット上にて、荷物及び車両を検索し、条件が

合えば成約する事業で、空車を無くし、実車率を高める情報サイトです。

    全国WebKIT加入協同組合・組合員の
　　間で荷物・車輌の手配が出来ます。

荷物がないなぁ〜・・・。 　　　車輌が足りない！！

○○キット組合 車輌が空いてる・・・。 　　　誰か運んでくれないかなぁ？ △△キット組合
　　会員A社 　　会員B社

＊運賃の集金は組合精算ですので安心です。

エネクスフリート　軽油価格

１月 ２月 ３月 １月 ２月 ３月 前年同月比

　 軽　油 ９９円 ９９円 ９８円 荷 荷物登録件数

（単価は日本貨物運送事業協同組合連合会 荷物成約件数

　　　（日貨協連）の全国統一価格です。） 物 成　　約　　率

　 　 　

奈良県キット事業協同組合
〒６３９－１１０３
奈良県大和郡山市美濃庄町１７０－２ 　　　

ＴＥＬ　０７４３－５８－６０８０　　　FAX　 ０７４３－５８－６０８１

　　　キット　　　　　　K　　・　　I　　・　　T

　Kyodo　Information　of　Transport　

Ｋ　Ｉ　Ｔ（協同・情報・輸送）　事　業　の　ご案内

KITネットワーク

お問い合わせ

　　ＷebｋIＴ輸送情報実績　　全国の実績

平成２９年度 平成２９年度

　　　　＊当組合は燃料（スタンド給油）販売、尿素の販売もしております。

奈良県キット事業協同組合は平成１２年６月から事業を開始しております。

    キット事業とは、インターネット上にて、荷物及び車両を検索し、条件が

合えば成約する事業で、空車を無くし、実車率を高める情報サイトです。

    全国WebKIT加入協同組合・組合員の
　　間で荷物・車輌の手配が出来ます。

荷物がないなぁ〜・・・。 　　　車輌が足りない！！

○○キット組合 車輌が空いてる・・・。 　　　誰か運んでくれないかなぁ？ △△キット組合
　　会員A社 　　会員B社

＊運賃の集金は組合精算ですので安心です。

エネクスフリート　軽油価格

１月 ２月 ３月 １月 ２月 ３月 前年同月比

　 軽　油 ９９円 ９９円 ９８円 荷 荷物登録件数

（単価は日本貨物運送事業協同組合連合会 荷物成約件数

　　　（日貨協連）の全国統一価格です。） 物 成　　約　　率

　 　 　

奈良県キット事業協同組合
〒６３９－１１０３
奈良県大和郡山市美濃庄町１７０－２ 　　　

ＴＥＬ　０７４３－５８－６０８０　　　FAX　 ０７４３－５８－６０８１

　　　キット　　　　　　K　　・　　I　　・　　T

　Kyodo　Information　of　Transport　

Ｋ　Ｉ　Ｔ（協同・情報・輸送）　事　業　の　ご案内

KITネットワーク

お問い合わせ

　　ＷebｋIＴ輸送情報実績　　全国の実績

平成２９年度 平成２９年度

　　　　＊当組合は燃料（スタンド給油）販売、尿素の販売もしております。



「不法無線局取締り強化期間」のお知らせ 
～不法無線局は法律で罰せられます～ 

 
                              総務省 近畿総合通信局  
 
総務省では、皆様がいつも快適に電波を利用できるよう、電波利用環境保護

の周知啓発活動を行うとともに、不法無線局への対策に取り組んでいます。 

特に、この６月１日から６月３０日までを「不法無線局取締り強化期間」と

して設定し、警察や海上保安庁の協力を得て不法無線局の取締りを重点的に実

施しています。 
不法市民ラジオ・不法パーソナル無線・不法アマチュア無線などを使用する

と、電波法により処罰の対象となります。 
これらの機器から出される不法電波は、消防・救急・鉄道・防災などに使用

する無線や携帯電話などの国民生活の安心安全を支える重要な無線通信に妨害

を与え、社会生活に支障をきたすことがあります。 
 

無線機器を使用する際は、「電波のルール」を守りましょう！ 

 
※免許がないのに無線局を開設したものは「一年以下の懲役又は百万円以下の罰金」、重要な無線通

信を妨害したものは「五年以下の懲役又は二百五十万円以下の罰金」に処されます。 

 
無線局の免許を持っていても、無線機を改造して、出力を大きくしたり指定された 

電波以外で運用することは禁止されています。 
 ※上記の改造を行い運用したものは「一年以下の懲役又は百万円以下の罰金」に処されます。 
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近畿総合通信局からのお知らせ



近畿共済だより 

 

 
 

標 語     体験記     児童画     

 
近畿共済では、今年度も組合員の皆様から交通事故の防止を訴える【標語・体験記・児

童画】を募集いたします。皆様の貴重なご体験や事故防止に対するお考え、お気持ちを作

品にしてお寄せください。入選作品には主催者の全国トラック交通共済協同組合連合会（交

協連）から賞状と副賞をお送りします。（児童画の最優秀賞・優秀賞は平成３１年のカレンダーに使

用させていただきます。） 

体験記・児童画に応募された方に、交協連      

より ＱＵＯカード（500 円分）をプレゼント！ 

（標語応募者へのＱＵＯカードの進呈はありません） 

応募資格                     

組合員ならびに従業員とその家族 

※ 親、配偶者、子供（児童画は小学生以下） 

記載事項 

 応募作品には、応募者氏名・年齢・会社名・   平成２９年度 最優秀賞（高学年の部） 

会社の住所を明記してください。 

ご家族の場合は続柄もご記入ください。体験記にはタイトルを、児童画にはタイトル、

学年、年齢も明記してください。 

応募締め切り 

平成３０年６月３０日（当日の消印のあるものまで有効） 

（入選作品は、全国トラック交通共済協同組合連合会および近畿交通共済協同組合の広報関係全

般に使用させていただきます） 

送り先・お問い合わせ 

近畿交通共済協同組合 事故防止サービス課  ℡ 06-6965-2826  FAX 06-6965-2838 

〒 536-0014 大阪市城東区鴫野西 2-11-2 （標語のみ E ﾒｰﾙ可）safety＠kinkyo.or.jp 

応募方法等の詳細については、近畿共済ホームページをご覧ください 

自動車共済・自賠責共済はぜひ近畿共済でご契約を 
近畿共済は貨物自動車運送事業者が相互扶助の精神のもと、組織された共済組合です 
お問い合わせ・連絡先 奈良事務所（0743-59-1701）まで 
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会社の住所を明記してください。 

ご家族の場合は続柄もご記入ください。体験記にはタイトルを、児童画にはタイトル、

学年、年齢も明記してください。 

応募締め切り 

平成３０年６月３０日（当日の消印のあるものまで有効） 

（入選作品は、全国トラック交通共済協同組合連合会および近畿交通共済協同組合の広報関係全

般に使用させていただきます） 

送り先・お問い合わせ 

近畿交通共済協同組合 事故防止サービス課  ℡ 06-6965-2826  FAX 06-6965-2838 

〒 536-0014 大阪市城東区鴫野西 2-11-2 （標語のみ E ﾒｰﾙ可）safety＠kinkyo.or.jp 

応募方法等の詳細については、近畿共済ホームページをご覧ください 

自動車共済・自賠責共済はぜひ近畿共済でご契約を 
近畿共済は貨物自動車運送事業者が相互扶助の精神のもと、組織された共済組合です 
お問い合わせ・連絡先 奈良事務所（0743-59-1701）まで 
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１ 平成30年の県内交通事故発生状況（４月１５日現在）

２ 月別発生状況（過去５年間）

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
Ｈ２５
Ｈ２６
Ｈ２７
Ｈ２８
Ｈ２９
合　計

０時～ ２時～ ４時～ ６時～ ８時～ １０時～ １２時～ １４時～ １６時～ １８時～ ２０時～ ２２時～ 

幼児 2 2 6 7

小学生 3 15 19 40 74 161 45 3

中学生 40 62 12 43 39 88 58 13 5

高校生 1 95 87 24 28 31 82 54 19 9

高齢者 1 8 28 154 196 126 118 120 61 21 9

0

40

80

120

160

200
幼児 小学生 中学生 高校生 高齢者 

小学生・中学生は16時から18時までの時間帯に訪問・買い物が多く、高校生は6時から10時の時間帯と16時か

ら18時の時間帯に通学で多くなっています。高齢者は10時から12時の時間帯に買い物が多く発生しています。 

「自転車月間」となる5月以降の10月までの間は、自転車の交通事故の発生が多く見られます。 
小学生・高校生は7月に、中学生は6月に発生が増えます。高齢者は6、7月及び10～12月に多く発生しています。 

0

50

100

150

200

奈  良  県  警  察  本  部  か  ら 

平成２９年中 増減数

件 件

人 人人

備　　　考

総 件 数 件 件 件 １日に約 件
区　　　分 平成３０年中

件
死者数 人 人 人 約 日に１人

人身事故件数 件

人
物損事故件数 件 件 件 １日に約 件

負傷者数 １日に約

１日に約

（平成３０年のデータは概数）

５月１日（火）から５月３１日（木）まで 
 ○５月は 
    「自転車マナーアップ強化月間」 
  として、関係各機関による自転車の交通防止 
  に関する各種取組が実施されます。 
 ○ドライバーの皆さんは、自転車保護の運転を 
  お願いします。 
 

○年齢別・時間帯別発生状況（過去５年間）

○月別発生状況（過去５年間）
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平成 30 年度の労働保険（労災保険・雇用保険）の年度更新手続きは、 

６月１日（金）から７月１０日（火）までの期間です。 

期日中の手続・納付をお願いします。 
 
（早期申告納付のお願い） 

年度更新申告書は、５月末頃に事業場あて送付いたしますので、申

告書が届きましたら、お早めに申告・納付をお願いいたします。 

申告・納付期日である７月１０日（火）は、金融機関・郵便局窓口

において大変混雑が予想されます。 

 

（ご注意） 

期日までに申告書の提出がない場合は、政府が保険料等の額を決定

し、さらに追徴金（保険料等の１０％）を課すことがあります。 

 
 

詳しくは、下記までお問い合わせください。 
 
奈良労働局総務部 労働保険徴収室 
ＴＥＬ ０７４２－３２－０２０３ 
 
または、管轄労働基準監督署・ハローワーク（公共職業安定所） 

 

事 業 主 の 皆 様 へ 
 
労働保険年度更新について 
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日時：平成30年３月29日㈭ 午前10時～
場所：奈良県庁正面玄関前広場

　（公社）奈良県トラック協会
は、輸送の安全と奈良県の地域
産業を広くPRするためのラッ
ピングトラックを走らせること
になり、県庁前で出発式を行い
ました。
　冒頭、森本会長は「輸送の安
全確保を広くPRするためラッ
ピングトラックを走らせ、安全
で安心な輸送サービスの提供に
引き続き取り組んでいきたい」

とあいさつ。村井副知事は「県
とトラック協会は災害協定を結
んでおり、東日本大震災、紀伊
半島の大水害、熊本地震などで
は緊急輸送について協力をいた
だいた。人の体で例えると、鉄
道やトラックは血液で道路は血
管。県は京奈和、国道168号、
169号など血管の部分をしっか
りやっていきたい。協会にはま
すます発展していただき、県の

経済の活力にご助力をいただき
たい」と述べました。
　式では森本会長とラッピング
トラックに協力している富士運
輸㈱の中西常務から村井副知事
へミニチュアのラッピングト
ラックを贈呈。２台のトラック
が県庁前を出発して目的地へ向
かいました。この２台を加えて、
９種類17台が首都圏を中心に全
国各地を走っています。

ラッピングトラック出発式
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『伝統工芸なら号』と『平城宮跡歴史公園号』が走行を開始
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